
 

 

 

 

 

 ２０１１年３月２日 

 

２０１０年度上期分として 

温室効果ガス２，８７５ トン分のカーボンオフセットを実施 

国内外の CO2 削減プロジェクトや国内の森林吸収プロジェクトにより創出された排出権を活用！ 

２０１０年度上期実施件数は約２０万件、２００９年度下期比２０%増！ 

 

  日本興亜損害保険株式会社（社長 兵頭 誠）では、お客様の温室効果ガス排出量削減を支援するた

め、2008 年度 9 月より、業界でいち早く保険商品・サービスに関連したカーボンオフセットを実施していま

す。 

この度、2010 年度上期分として、「発展途上国における風・水力発電プロジェクトにより創出された排出

権」、「日本国内の中小企業等が削減した温室効果ガス削減量に基づいて創出された排出権」および「日

本国内の森林管理等により森林が吸収した温室効果ガス吸収量に基づいて創出された排出権」を３種合

計で 2,875 トン分取得し、カーボンオフセット手続き（排出権の取得および日本国政府への無償譲渡等）※１

を実施しましたのでお知らせいたします。 

※１ オフセット手続きについては、株式会社リサイクルワンを通じて行っています。（別紙「カーボンオフセット証明書」参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

■2010 年度上期分のカーボンオフセット実施内容 

【オフセットの実施件数】 

対  象 環境貢献効果 実施件数 
2009 年度 

下期比 

自動車保険（Eco-Net 約款・Web 確認） 紙の省資源化 168,270 件 125.3％

樹脂バンパー補修、エコパーツ活用 修理部品の省資源化 29,920 件 100.8％

 合計 198,190 件 120.9％

＊ オフセットの対象の詳細については、末尾の「カーボンオフセットの対象」をご参照ください。 

【オフセットした温室効果ガス排出量】 

 2,875 トン   （排出権取得に要した費用：9,909,500 円） 

＊実施件数 198,190 件×50 円／件＝9,909,500 円 

 

このカーボンオフセットを付帯した保険商品・サービスは、2008 年 9 月より実施していますが、今回

の手続き分を加えたオフセットの累計は７，６５４トンとなります。 

これは東京ドーム約２１０個分※２
のスギ森林が 1 年間に吸収する CO2 に相当します。 

※２ １９80 年生のスギ人工林 1ha 当たりの CO2 吸収量を年間 7.8 トンとして試算（出典：林野庁ホームページ） 
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【カーボンオフセットの対象】 

弊社は、保険商品・サービスを通して環境保全の重要性を広く社会に伝え、お客様をはじめとしたステ

ークホルダーの皆様の環境配慮行動（紙の省資源化や修理部品の省資源化など）を促していきたいと考

えており、2008 年 9 月よりカーボンオフセットを付帯した保険商品・サービスを実施しています。 

お客様が以下のいずれかのプランをご選択された場合は、弊社が 1 件につき 50 円を負担して国連認

証の再生可能エネルギーのプロジェクトなどから生成される排出権を購入（カーボンオフセット）していま

す。 

① 自動車保険「Eco-Net 約款」「Ｗeb 確認」カーボンオフセット 

インターネットで保険約款などをご確認いただくペーパーレスのプランです。 

「Eco-Net 約款」は保険約款を、「Web 確認」は保険証券および保険約款を紙により交付しない代わ

りにインターネットでご確認いただけます。 

② 保険事故対応カーボンオフセット 

車両保険事故の車両修理時に、環境にやさしい樹脂バンパー補修やエコパーツ（リサイクル部品）の

活用を推進しています。 

＊オフセットの対象は、保険のＷｅｂ申し込みおよび保険事故対応業務において排出する CO２量としていますが、実際にオフセット
する量は前記のとおり 1 件につき 50 円の定額としています。したがって、オフセットの対象から排出される CO2 の算定結果に基づ
き実施しているものではありません。なお、カーボンオフセットの仕組みについては、弊社ホームページをご参照ください。
（http://www.nipponkoa.co.jp/environment/carbon_off_set.html） 

以 上 

【ご参考】 

■オフセット以外の環境貢献効果 

（CO2 換算）試算値   2,583 トン  （2008 年 9 月より累計) 

 
＊ 紙の省資源化による効果は、実際に削減される印刷物重量から弊社で試算した概算値。 

また、樹脂バンパーおよびエコパーツ活用の効果は、社団法人日本損害保険協会のホームページに 

掲載のデータをもとに弊社で試算した概算値。 

■自動車保険に「エコマーク」を取得しています 

弊社の自動車保険「カーＢＯＸ」、「ＳＩＰ」は、環境性能の高い自動車の普及を推進する

「エコカー割引」や紙の消費削減を促進する「Eco-Net 約款」「Ｗeb 確認」、「エコ安全ドライ

ブ」の推進や事故防止・安全運転に関する情報提供、および事故時の樹脂バンパー補修やエ

コパーツ活用の推進などを通じて環境負荷を低減する仕組みが評価され、財団法人日本環境

協会より「エコマーク」の認定を取得しました。 

                                     

http://www.nipponkoa.co.jp/environment/carbon_off_set.html



